
役
場
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
が
完
成

「
庁
舎
づ
く
り
」
か
ら
つ
な
が
る

「
ひ
と
づ
く
り
」
、「
ま
ち
づ
く
り
」

令
和
４
年
９
月
に
「
白
川
町
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計(

案)

」
を

策
定
し
、
そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト(

意
見
聴
取)

や
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
意
見
を
う
か

が
っ
て
き
ま
し
た
。
今
月
号
は
、
今
回
策
定
し
た
基
本
設
計
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

「
基
本
設
計
」
と
は
、
庁
舎
の
構
造
や
配
置
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、

備
え
る
べ
き
機
能
や
設
備
、
デ
ザ
イ
ン
等
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

【
庁
舎
づ
く
り
で
大
切
に
す
る
三
本
柱
】

▲配置計画図
・不整形で間口が長く、住宅地と隣接する敷地に対し、県道
側に寄せて配置し、両側が表となる配置とします。
・県道側の歩道には「白川テラス」を配置し、県道からも活
動の雰囲気が感じとることができるとともに、来庁者や職
員が使いやすい大きな平面形状を確保します。

▼
防
災
拠
点
と
な
る
安
心
安
全
な
庁
舎

過
去
の
災
害
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、今
後
起
こ
り
う
る

災
害
に
対
し
て
十
分
な
備
え
を
行
い
、災
害
時
に
も

機
能
で
き
る
庁
舎
に
し
ま
す
。災
害
時
に
は
町
の

司
令
塔
と
な
り
町
民
・町
を
守
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

▼
利
用
者
が
寄
り
や
す
く
、
使
い
や
す
い
庁
舎

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
だ
れ
も
が
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、

町
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
庁
舎
と
し
ま
す
。

機
能
性
・快
適
性
・利
便
性
に
配
慮
し
た
使
い
や
す
い
庁
舎

と
し
ま
す
。

▼
白
川
の
自
然
と
調
和
す
る
木
の
庁
舎

周
辺
に
広
が
る
白
川
町
の
豊
か
な
自
然
と
調
和
す
る
、

緩
や
か
な
曲
線
と
敷
地
全
体
を
使
っ
た
お
お
ら
か
な

建
物
配
置
と
し
ま
す
。白
川
町
産
の
木
材
を
使
用
し
、

木
の
温
か
み
あ
ふ
れ
る
白
川
町
な
ら
で
は
の
庁
舎
と
し
ま
す
。

〇
計
画
概
要

・敷

地
面
積
：４
，８
５
１
．３
８
㎡

・延
べ
床
面
積
：２
，５
６
０
㎡(

本
庁
舎
の
み)

・階
数
：地
上
２
階
建
て

・構
造
：１
階
Ｒ
Ｃ
造
２
階
木
造
一
部
Ｒ
Ｃ
造

・最
高
高
さ
：１
１
．０
１
ｍ

・各
階
の
主
な
構
成

１
階
：執
務
ス
ペ
ー
ス(

町
民
課
・保
健
福
祉
課
等)

、

会
議
室
、多
目
的
ス
ペ
ー
ス
等

２
階
：執
務
ス
ペ
ー
ス(

総
務
課
・企
画
課
・農
林
課
・

建
設
環
境
課
等)

、町
長
・副
町
長
室
、議
場
等

・駐
車
場
台
数
：来
庁
者
用
５
６
台
、庁
用
車
用
２
５
台

〇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・実
施
設
計
：令
和
５
年
８
月
末

・建
設
工
事
：令
和
５
年
９
月
か
ら

令
和
７
年
３
月
ま
で

・開

庁
：令
和
７
年
５
月

〇
概
算
事
業
費

・建
設
工
事

１
４
億
円

・外
構
工
事

１
億
円

・そ
の
他
経
費

５
億
円

（
調
査
設
計
・用
地
費
・

備
品
・木
材
調
達
）

合
計

２
０
億
円

▲１階平面図
多目的スペースを中心に、北東側に窓口や執務関係諸室を配置し、南西側に待合読書コーナーや
会議室とし町民の方も利用可能な機能を配置します。

▲２階平面図
東北側に執務関係及び町長室等とし、中央吹抜けを面して町民利用を想定した議場と議会関係諸
室を配置します。

〇
町
有
林
の
活
用

木
造
で
あ
る
２
階
は
、執
務
室
と
関
連
諸
室
、

議
場
関
連
諸
室
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

屋
根
を
支
え
る
ア
ー
チ
状
の
梁
や
柱
等
の
材
料

は
、す
べ
て
白
川
町
産
材(

町
有
林
・寄
付
材)

の

ヒ
ノ
キ
を
利
用
し
ま
す
。構
造
材
に
使
用
す
る

木
材
は
、天
然
乾
燥
材
と
す
る
こ
と
で
、香
り
が

高
く
、粘
り
強
い
材
料
と
な
り
、事
務
室
を
し
っ

か
り
と
支
え
、温
か
く
包
み
込
み
ま
す
。

構
造
材
の
他
に
も
内
装
材
や
家
具
な
ど
ヒ
ノ
キ

を
余
す
こ
と
な
く
使
い
切
る
計
画
で
す
。

※設計の内容及び概算事業費は、今後の検討で変更になる場合があります。

2階 議場 2階 執務室 1階 多目的スペース 白川テラス


